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水田転換畑における土壊水分と雑草の発生について
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水国の畑地転換に伴って生起すると考えられる生態変動

のうち,雑草,病虫害などの発生実態を明らかにするため

に, 1973年には岩手県軽米町と江刺市,山形県新庄市の現

地調査を行い,1974年 には盛岡試験地において,ほ場試験

を実施した。ここでは1974年に行つたは場試験から,転換

畑の土壊水分と雑草の発生との関係について報告する。

試  験  方  法

1 供試ほ場
転換標準畑 :転換初年目 低地下水位田
転換多湿畑 :転換初年目 高地下水位田
普 通 畑 :グイズ,パ レイショ,ライムギの 3年輪作
は場のライムギ跡。

2 供aFF物
ダ イ ズ:品種 (ライデン )
トウモ,コ ン:品種 (交 3号 )

3 耕租概要
播 種 期 :5月 27日

栽植密度 :畦幅 75“,株間 24の, 1本立て。

4 雑草調査
調査時期 :

(n 春 (6月 28日 ,播種後 32日 目)

o)夏 (3月 29日 ,播種後 94日 日)
13 秋 (10月 28日 ,播種後 154日 目)

調 査 法 :1は場, 1ガ , 3か 所のコドラート法。

試 験 結 果

供試ほ場の」ltt条件  供試は場の砕土率は,普通畑

(751%)>転換標準畑 (688%)>転換多湿畑 (4,4
%)の順となり,土塚の三相分布をみると,気相,回相は

普通畑が大きく,液相は転換多湿畑が大きかつた。又,土

壌水分PF値 (地表下 15m)は図1に示す通り, 普通畑
≧転換標準畑>転換多湿畑の1員に高く,転換多湿畑の上
壌水分はP「 15前後であつた。

作物の生育・収量 : ダイズでは,転換畑の成熟期は普
通畑に比べて10日 遅れ,子実収量は, α当り転換多湿畑
285ん,(92%),普 通畑 310切 (100%), 転換標準畑
393ん ,(126%)で ,転換多湿畑が減収した。トウモロコシ
は湿害に弱い作物 1)のため,転換多湿畑では,播種後30日

ころから葉身の黄変がみられ,草丈,稗長が低く,成熟期
が
'日
遅れた。子実収量は,絹糸抽出後の倒伏によつて全

般に低収となったが,α 当り転換多湿畑 216り (47%).
転換標準畑409″ (89%),普 通畑462的 (100%)で ,

転換多湿畑の減収が著しい。

表 4 供試作物の生育収量
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雑草の発生  春,夏,秋の3回調査で判別できた雑草
の種類は,16科 38草種を数えた。最も多かつたのは,カ ヤ

ツリグサ科 9草種,イ ネ科 5草種,ア プラナ科・キク科 4

草種,ナデンコ科他 3科がそれぞれ 2草種あり,そ の他は

1科 1草種であつた。叉,休眠型による分類では, 1年草

が22草種,多年草,越年草がそれぞれ 8草種であつた。季

節,1の雑草の発生は表 2に示す通りである。ダイズ畑では

春の雑草が極めて多く,総発生本数の70～ 80¢ であつた。

ダイズの茎葉が繁茂 した夏には,畦間が被陰されて雑草は

著しく少なくなり,ダイズが成熟した秋には再び多発生し

た。又,普通畑に発生するいわゆる畑地雑草に対して,転
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図 1 土壌水分の推移 (ダイズ, トウモロコ
ン畑平均,地表下 15“ )
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表2 転換畑初年目における雑草の発生状況 (ん/7)

ダ イ ズ ほ 場 トウ そ ロ コ ン ほ 場

さ その他 :″当り0,本以下の雑草及び発茅直後で幕薇が不明のもの。

換畑に発生する雑草は,ほ とんど湿性雑草であった。土壌

水分との関係では,転換標準畑は雑草の発生が最も少なく

多湿畑は春には普通畑の78%で あったが,秋には優占雑草
が多発 した。 トウモロコン畑の雑草も,ダ ィズ畑と同じよ
うな発生傾向であったが,転換畑の雑草発生は普通畑に
比べて多く, とくにヽウモロコンの生育が劣った多湿畑に

(10月 28日 調査

著しく多発した。
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